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第２学年学級活動（1）指導案 

日 時 令和５年 10月 27日（金）５校時 

児 童 ２年Ａ組 計 32名 

指導者 教諭  穂積 寿恵 

場 所 ２年Ａ組教室 

 

１ 議題 「1年生となかよくなろう会をしよう」 

      学級活動（１）ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決 

 

２ 議題について 

（１）児童の実態 

本学級は、個性が豊かで、決めたことはやろうという意欲がある。休み時間は元気に遊んでいるが、

その交友関係を見ると、特定の友達とだけ遊んだり、一人で過ごしたりする児童も見られる。 

1 学期は、めあて達成会や学級が仲良くなるための集会を行ってきた。集会に向けて話合いを行う

中で、計画委員会の仕事や話合いの進め方、意見の出し方を指導してきた。繰り返し行うことにより、

賛成意見を発言する児童は増えてきたが、心配意見や改善意見については限られた児童になっている。

発言の良さを認め、意欲的に発言する児童を増やし、比べながら聞く力やまとめる力を育てていきた

い。 

（２）議題選定の理由 

    本議題は、学級活動（１）「学級や学校における生活づくりへの参画」のア「学級や学校における生

活上の諸問題の解決」に関するものである。 

    1 学期は、お互いをもっと知り、学級がさらに仲良くなるように集会の内容を考えてきた。その中

で、「自分たちで考えた集会を行う楽しさ」や「友達の新たな面を知る喜び」、「実際にやってみると困

る点」などを体験してきた。この経験を生かし、今度は対象を異学年に広げ、立場や年齢が違う相手

のことを考えて活動できるように本議題を設定した。今回の活動は、生活科の「おもちゃ大会」へと

つながっていく。 

 

３ 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

みんなで学級生活を楽しくする

ために他者と協働して取り組む

ことの意義を理解している。話

合いの進め方に沿った意見の発

表の仕方や他者の意見の聞き方

を理解し、活動の方法を身に付

けている。 

学級生活を楽しくするために、

問題を発見し、解決方法につい

て話合いの進め方に沿って合意

形成を図り、仲よく助け合って

実践している。 

学級生活を楽しくするために、

見通しをもったり振り返ったり

しながら、自己の考えをもち、

役割を意識して集団活動に取り

組もうとしている。 

 

 

 

 



6 

 

４ 活動計画 

 日 時 児童の活動 

 

指導上の留意点 

 

◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

事
前 

9月 27日 

（水） 

【昼休み】 

・議題を確認する。 

（計画委員会） 

 

・1年生とおもちゃ大会が行われ

るため、第 1回なかよくなろう

会を行うことを確認する。 

◎「1年生となかよ

くなろう会」につ

いての見通しを

持ち、意欲的に取

り組もうとして

いる。 

【主体的態度】 

  〈学級会ノート〉 

 

◎1 年生と行う交流

内容について学

級会ノートに書

いている。 

【思考・判断・表現】 

〈観察・学級会ノート〉 

９月 28日 

（木） 

【朝の会】 

・議題を決定する。 

（学級全員） 

・活動計画を作成する。 

（提案理由、話合いのめあ

て、話し合うこと、決ま

っていること等を確認す

る。） 

・学級会コーナーに掲示す

る。 

・交流内容について、アン

ケートを行う。 

・計画委員会で議題案を提案し、

学級全員で決定する。 

・日時、会の目的、場所、交流時

間等は計画委員会で設定して

おく。 

・全員が会の目的やねらい、会が

どのように進むかというイメ

ージを持てるように提案させ

る。 

 

 

10月 2日 

（月） 

【昼休み】 

 

・アンケートをまとめる。 

 

・意見を整理、分類し、意見を３

つにしぼる。 

10月 17日 

（火） 

【朝活動】 

・学級会ノートに自分の考

えを記入する。（学級全

員） 

・自分の考えを理由をつけて、学

級会ノートに記入する。 

10月 19日 

（木） 

【昼休み】 

・学級会ノートに目を通し、

書かれた意見を整理す

る。 

・話合いの見通し持たせる。必要 

に応じて意見を短冊に記入さ

せる。 

本
時 

10月 27日 

（金） 

【５校時】 

・学級会 ※本時を参照 

※本時を参照 

事
後 

11月 6日 

（月） 

【学級活動】 

・会の準備をする。 

（役割分担、プログラム作

り） 

・リハーサルを行う。 

・学級会で決まったことをもと

に、役割分担の行い、準備をす

る。 

◎会の目的や自分

の役割を意識し

て、交流会に参加

している。 

【主体的態度】 

〈観察・学級会ノート〉 

11月 7日 

（火） 

3校時 

・1年生となかよくなろう会

を行う。 

・会終了後、振り返りを行う。 

 

５ 本時の展開 

（１）本時のねらい 

    １年生と仲良くなるための集会で何をするか考え、お互いの良さを認め合いながら、意見を交流し、 

集会の内容を決めることができる。 

（２）話合い活動の工夫 

★手立て「ルーブリックの活用」 

本時の話合いのめあて「まとめる力」については、まだ経験不足にある。そのため、ルーブリッ

クの話し方を参考にさせたり、キーワードに立ち返って考えさせたりする。 
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★手立て「どのように工夫するか」 

異学年との交流が少ないため、自分たちが気を付けなければならないことについてなかなか考え

られないと思われる。そこで、事前にとったアンケートから参考になる例を取り上げたり、１年生

と交流が多い 6年生にインタビューしたビデオを参考にさせたりする。 

 

（３） 指導計画 

話合いの順序 指導上の留意点 ◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

★手立て 

１ はじめの言葉 

 

２ 議題・提案理由・決

まっていること・め

あての確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 先生から 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 話合い 

（１） 話合うこと① 

「１年生となかよくな

ろう会」で何をするか

考えよう 

・一人一人が自分の考えをもって話合いに参加できるよ 

う、議題に対する考えや理由を事前に書かせておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・賛成意見を出す段階では、なるべく多くの子が発言でき

るよう司会に助言する。 

・心配意見がでない場合は、見通すための観点を助言し考

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★手立て 

 

◎提案理由に立ち返

り、自分の意見にこ

だわりすぎずによ

りよい意見にまと

めようとしている。 

議題  

  １年生となかよくなろう会をしよう 

提案理由 

  生活科の学習で１年生と 12月に「おもちゃ大会」を行います。そこで、前もってなかよくな

ろう会を行い、お互いに知り合っていた方が、１年生が安心して楽しく参加できるのではない

かと考えました。１年生もすぐにできることを集会で行い、お互いに顔や名前を覚え、なかよ

くなりたいと思います。 

キーワード（話合いのよりどころ） 

  「１年生が楽しくできること」「じぶんたちですすめられること」 

決まっていること 

１１月７日（火）３校時 

場所は体育館。 

自己紹介 10分、その後 20分で行うゲームを一つ決める。 

話合いのめあて 

  1年生のことを考えて話し合い、よりよい意見に決めよう。 

話合いの内容について 

 1年生が楽しく活動できるということを意識させる。 

話合いのめあて 

1年生が楽しめることを優先に考え、自分の意見にこだわらず、みんなのためになる意見に決めるこ

とをめあてにさせる。 
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（２） 話合うこと② 
「工夫や約束」につい
て考えよう 

・まとめの段階では、自分の意見に固執せず、納得したう

えで考えを変えるなど、折り合いをつけて合意形成を図

ることの大切さについて助言する。 

 
・1年生の立場に立って考えさせる。 
・イメージ化しにくいときは、6 年生にインタビューした
動画を流し、参考にさせる。 

 

【思考・判断・表現】 

〈観察・学級会ノート〉 

 

 

★手立て 

◎決まった実践をよ

りよくするための

工夫や約束を考え

ている。 

【思考・判断・表現】 

〈観察・発言〉 

５ 決まったことの確認 
 
６ 振り返り 

 

７ 先生から 

 

８ 終わりの言葉 

・記録係から、決まったことを簡潔に紹介させる。 

 

・よかった点や課題について自己評価し、友達のよかった

点などについても相互評価できるよう助言する。 

・「先生から」で話した 2点について評価する。 

・今後の見通しや、実践に向けての意欲付けをする。 
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（４） 板書計画 

 

 

（５）  

（６）  

（７）  

（８）  

（９）  

（１０）  

（１１）  

（１２）  

（１３）  

（１４）  

（１５）  

（１６）  

（１７）  

（１８）  

（１９）  

（２０）  

（２１）  

（２２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第
七
回 

二
年
Ａ
組 

学
級
会 

話
し
合
う
こ
と
① 

さ
ん
せ
い 

し
ん
ぱ
い 

は
ん
た
い 

    

話
し
合
う
こ
と
② 

く
ふ
う
や 

や
く
そ
く 

   

話
合
い
で
決
ま
っ
た
こ
と 

  

先
生
か
ら 

ぎ
だ
い 

 

一
年
生
と
な
か
よ
く
な
ろ
う
会
に
つ
い
て 

て
い
あ
ん
り
ゆ
う 

  
生
活
科
の
学
習
で
一
年
生
と
「
お
も
ち
ゃ
大
会
」
を
行
い
ま
す
。そ
こ
で
、前

も
っ
て
な
か
よ
く
な
ろ
う
会
を
行
い
、お
互
い
に
知
り
合
っ
て
い
た
方
が
、一

年
生
が
安
心
し
て
楽
し
く
参
加
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。一

年
生
も
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
を
集
会
で
行
い
、
お
互
い
に
顔
や
名
前
を
覚

え
、な
か
よ
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

   

「
一
年
生
が
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
」
「
笑
顔
で
な
か
よ
く
な
る
こ
と
」 

決
ま
っ
て
い
る
こ
と 

十
一
月
七
日
（
火
）
三
校
時 

場
所
は
体
育
館
。 

自
己
紹
介
十
分
、そ
の
後
二
十
分
で
行
う
ゲ
ー
ム
を
一
つ
決
め
る
。 

話
合
い
の
め
あ
て  

  

一
年
生
の
こ
と
を
考
え
て
、皆
が
楽
し
く
仲
良
く
で
き
る
意
見
に 

ま
と
め
よ
う
。 
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